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今
年
で
終
戦
か
ら
75

年

を
迎
え
ま
し
た
。
峰
山
に

数
々
の
戦
争
の
遺
構
が
あ

る
こ
と
は
ご
存
じ
で
す
か
。

新
町
公
民
館
前
に
は
、

錨
マ
ー
ク
が
入
っ
た
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
か
つ

て
新
町
か
ら
河
辺
に
ま
た

が
り
存
在
し
た
峯
山
海
軍

航
空
隊
の
飛
行
場
に
設
置

さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

１
９
３
７
年
の
盧
溝
橋
事

件
以
降
、
仮
想
敵
国
で
あ

る
ソ
連
の
攻
撃
か
ら
舞
鶴

軍
港
を
守
る
た
め
、
近
辺

に
航
空
基
地
を
建
設
す
る

計
画
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

周
囲
の
地
形
や
気
候
な
ど

を
考
慮
し
た
結
果
、
候
補

に
挙
が
っ
た
の
は
現
在
の

マ
イ
ン
周
辺
の
平
地
で
し

た
。
軍
は
田
畑
を
強
制
買

収
し
た
あ
と
、
数
年
に
渡

っ
て
工
事
を
行
い
、
幅
80

ｍ
、
長
さ
８
０
０
ｍ
の
滑

走
路
が
竣
工
し
ま
し
た
。

滑
走
路
の
延
伸
工
事
の
際

に
は
、
小
学
生
ら
も
駆
り

出
さ
れ
て
作
業
に
あ
た
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

飛
行
場
の
存
在
も
あ
り
、

新
町
や
河
辺
は
空
襲
の
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
１
９

４
５
年
（
昭
和
20

年
）
の

7

月
30

日
、
8

月
7

日

に
は
、
数
十
機
の
戦
闘
機

に
よ
る
機
銃
掃
射
や
爆
弾

投
下
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

空
襲
警
報
が
鳴
る
た
び
に

防
空
壕
や
、
新
町
東
側
の

山
奥
に
逃
げ
こ
ん
だ
そ
う

で
す
。
現
存
す
る
旧
弾
薬

庫
に
は
、
弾
痕
や
爆
撃
を

受
け
た
形
跡
が
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
滑
走
路
に
爆

弾
が
落
ち
て
穴
が
あ
い
た

時
は
、
ト
ラ
ッ
ク
で
土
石

を
運
び
、
徹
夜
で
復
旧
作

業
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

飛
行
場
で
は
主
に
、
予

科
練
と
呼
ば
れ
る
練
習
生

の
飛
行
訓
練
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
１
９
４
５

年
、
実
戦
部
隊
で
あ
る
特

攻
隊
「
飛
神
隊
」
が
編
成

さ
れ
、
特
攻
の
た
め
の
訓

練
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
鹿
屋
基
地
（
鹿
児

島
）

や
岩
国
基
地
（
山

口
）
に
配
備
さ
れ
待
機
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
出
撃
寸

前
で
終
戦
を
迎
え
ま
す
。

峯
山
海
軍
の
飛
行
場

単位：人

R2.7末 前月比 R2.6末

0歳～14歳 1,471 -11 1,482

15歳～64歳 6,694 4 6,690

 65歳～ 3,919 4 3,915

合計 12,084 -3 12,087

峰山町の人口

新町公民館前のマンホール蓋

この市道と国道との間が飛行場でした
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終
戦
か
ら
75

年

峰
山
に
残
る
戦
争
の
遺
構新町にある弾薬庫跡

初老の年に…

長岡区民ら掲示板を新調

長岡区では、初老を迎える区民

ら9人によって、老朽化した掲示板

が新しいものに取り換えられまし

た。過去には鏡を贈呈したりと、

区民が積極的に区の運営に関わっ

ておられます。
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